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はじめに

外 来 語 と は 、 「EngrishisaslangtermwhichreferstoanEnglishlanguagephrasethatazosethrough

poortranslationfromanotherlanguage(usuallyJapanese),orsometimes,poortranslationofEnglish

intoanotherlanguagefollowedbygoodtranslationbackintoEnglish.Itisusuallyconsideredby

English-speakersasahumorousmisuseofEnglish.Engrishalsoreferstothedeliberatelycarelessor

mistakenuseofEnglishwordsinaadvertisingforexample,as".�exoticembellishment」 と して 定 義

づ け ら れ て い る 。 さ ら に 、 「Theterm"Engrish"isapunonJapaneseandafewotherEastAsianlan-

guagesthatdonothaveseparatesoundsforRandL.Japanesehasasoundpronouncedwiththetongue

halfwaybetweenanEnglishspeaker'sLandR,andnativespeakersofJapaneseofteninadvertently

reverseLandRsoundswhenspeakingEnglish;EnglishbecomesEngrish.」 と説 明 さ れ て い る111。

こ こ で 本 論 を大 き く四 部 に 大 別 し て 考 察 を 試 み る 。 ま ず 、 表 題 の 「外 来 語 と し て の カ タ カ ナ

語 と 英 語 教 育 環 境 」 の 内 で 、 §1「 国 際 化 時 代 の 外 来 語 と は 」、 §2「 英 語 教 育 環 境 と 国 際 理 解

教 育 」、 さ ら に サ ブ 表 題 の 「小 学 校 の 教 科 書 に 観 る カ タ カ ナ 語 表 記 と小 学 校 英 語 教 育 」 の 内 で 、

§3「 小 学 校 教 科 書 に 観 る 外 来 語 ・カ タ カ ナ 語 表 記 の 実 情 」、 §4「 小 学 校 英 語 教 育 と 日 本 語 」

に大 別 し現 状 報 告 を試 み る 。 但 し 、 今 回 は §1と §3に 限 っ て 分 析 報 告 す る 。

平成16年9月3日 原稿受理 教養部
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総 合 研 究 所 所 報

§1「 国際化時代の外来語 とは」

外来語 は国際的には借用語(loanword)の 一 部であ り、 国内 的には俗語(slangword>で あ

り方言の一部 ・階層方言(stratifieddialect)で もあ る。元来、 それは外 国語 であるが、 日本の

生活文化 に溶 け込 み、社会 階層の一員 となった場合 、 日本の外来語 は大 きく分 けて二部 に大別

され る。一つ は、「漢文系(classicalChinesecivilization)」 と 、 もう一つ は、「西 欧系(modem

westerncilization)」 の ものであ る。い うまで もな く、歴 史的にいって、漢文の生活文化 への影

響力は図 り知れな く、平仮名 ・万葉が な ・カ タカナ とともに、 日常生活 に同化 してお り、今 日

の我々は もはや漢語 を外 来語 とは見倣 さない。 そこで、今 回の外来語 は西 欧系 の外来語 につい

て述べる こととする。

(1>西 欧系の外来語の使用実態の把握は絶えず流動的な存在のため不可能であるが、三省堂の

国語辞典の統計を借用すれば、その収録項 目の約10%が 外来語の引用にあてられている。

(2)漢 字で表記される表意的なものは意味を理解把握することが出来るけれども、カタカナ語

で表記される西欧系の外来語の場合、もとの英単語 を想像 して理解把握することは困難なケ

ースが多 くみられる。例えば、ツーショット(twoshot)は 個々の単語の意味は解っても、

「男女のカップルの映った場面」の意味だとまでは理解把握するのは困難である。

(3>こ こで、上記の 「は じめに」の引用英文内で用い られているEngrishと同様の使用形態 と

して、主だったもの一部を下記 に掲載する 〔2}。

借入外来語 借入言語 ・国名 備 考
Chinglish China,Chinese

Dunglish Netherlands Dutch-English

Finglish Finland

Franglais France CIma血(Queb㏄)

Gengtish Gerntan Ginglish,Gerrrtish

Hinglish India,Hirali

Konglish SouthKorea

Manglish Malaysia

Pinglish Iran,Persian

Runglish Russia

Spanglish Spazn

5inglish Singapore

Swengtish Sweden

Taglish Philippines Tagalog

Tangiish India Tarnii
'1'tiaiiish

Tfiaiiand Tinglish

finish Vsetnam

Wenglish Wales

Yinglish Yiddish

上 記 は、世界 の各国か ら英単語 に借用 された語源(ル ー・ツ,roots>の 呼 称表現 の一部であ る。
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山田:外 来語 としてのカタカナ語 と英語教育環境

(4)日 本語は 「世界の言語」のなかでも外来語の多い言語だと言われる。この外来語を、今日

の我々は次の六種類に分類 して使用 している。

(a)英 単語の音声表記による外来語

アカデ ミー:academy(専 門 的な、学 問 ・研究 をす る場所)

ア リバイ:alibi(不 在 証明)

(b)和 製外来語(Japlish)

本来の外来語に似通って、日常の生活用語 ・マスコミ用語として定着 して違和感を感 じ

させないほどに使用されている。 しか しながら、これは外国語でなく、日本式外国語なの

である。英語の単語を、日本式語順で、コミュニケーション可能な型に組み合わされたも

のが多くみられる。完全に日本語 として定着 しており、グローバリゼーションの進展次第

では、欧米にこれらの和製英語の逆輸出が見られるか もしれない。

フ ロ ン トガ ラ ス<frontglass>～[windshield]

ベ ッ ド タ ウ ン<bedtown>一[commutertown]

テ レ ビ ゲ ー ム<televisiongame>～[videogame]

(c>省 略 型外来語(abbreviatedEnglish)

本 来 の外 国語 の一部を利用 または省略 して用い る外来語の ことであ る。

アパ ー ト

モーニング

モーニング

〈Apart>～[apaRmenthouse]

<Moming>～[morningcoat]

サ ー ビ ス<MorningService>～[cut-priceserviceduring

themorningservice]

(d)表 記 別同一外 来語(separatespellingwiththesameforeignlanguage)

あ る外 国語に、多 くの異 なった意味があ るとき、カタカナ表記 を一部変 えて別の外来語

と して使 用される場合の ことで ある。

曲 「==二 離

甑kr=t:;l

stick「=驚
.
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総 合 研 究 所 所 報

(e)漢 字 混 じり外来語(af(reignlanguagewithChineseCharacter)

漢 字 に外来語 を混ぜて構成 され た言語表現方法で、生活文化の背景 を熟知 で きてない外

国人には理解 しが たい ものであ る。

電 気 ス トー ブ(electricheater)

テ レ ビ 映 画(televisionfilm)

黒 ビ ー ル(blackbeer)

住 宅 ロ ー ン(housingloan)

(f)外 来語名詞の動詞化

外来語のその殆 どは、名詞的な形態であるが、平仮名を組み合わせることにより動詞化

に変換 させたものである。

ギ ブ ア ッ プ す る(togiveup)

ア ル バ イ トす る(totakeonanotherjob)

ヒ ッチ ハ イ ク す る(tohitchhike)

(5)外 来語表現の増加理由

日本語の表現内容に、外来語の存在が日増しに強 く多様化してきた原因には、①1T化 によ

るグローバル化の進展による客観的必然性(国 家間のボーダレス化 ・異文化交流の多様化な

ど)② 外国語の語彙の直接的運用傾向③マルチカルチャー浸透による社会生活文化の国際化

④国立国語研究所 「外来語」委員会主導 による 「外来語」言い換え提案の徹底効果等が挙げ

られよう。

(6)外 来語使用についての感覚アンケー ト調査結果分析(2004年6月 実施)

*調 査アンケート対応 クラス:英 語1(二)42名

英語H(二)43名

TOEICI〈 二)42名
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山田:外 来語としてのカタカナ語と英語教育環境

外来語を使用する利点 英1 英 皿 TI 分析

(1)新 しいものを感 じる (1) 35.2 40.2 28.2

(2)話 しやす く分かってもらえやすい ca> 2&4 45.2 35.8

(3)流行っている言葉を使わないとださい (3) 17.6 24.5 21.5

(4)こ れまでと違った明るい点を感 じる (4) 20.5 12.7 37.6

(5)利点 と想われるものはない (5) 12.8 5.8 8.9

(6)分か らない {6} 7.3 4.3 7の

外来語を使用する欠点

(1>流行 り廃 りが激 しいので真意を分かってもらえ (1) 42.8 51.5 24.8

ない場合 もあるか もしれない

(2)本来の外国語の修得に障害もあるかもしれない (2)
.. 24.6 34.6

(3)TPOを 考 えない と、浮 き上がって しまう C3} 32.8 12.8 25.1

(4)カ タカナ語の場合、 アクセ ン トが不一致 になる {4} 12.5 18.2 38.2

(5)欠点と想われるところなし (5} 10.4 17.3 9.3

(6)分 か らない (6} 6.4 4.3 11.2

パ ソ コン、ベ ンチ ャー、 コンビニな どの和製外 国語の

外来語についての社会現象 をどう思 うか

(1>当然の現象で、現実を受けとめる (1) 40.5 32.5 28.2

(2)あ る程度は良いと思うが、日本語の盛衰が心配 (2) 19.8 27.4 36.1

(3)外来語か和製かの区別がつかつ好 ましくない (3} 22.5 29.1 42.3

(4)外国語の修得には、功罪両方が見られる (4) 1s.s 1s.o 36.2

(5)特 に何とも思わない (5) 22.5 25.2 10.8

(6)分からない (s> 5.6 8.3 10.s

外来語 を一般的に理解 しているほうですか

(1>よ く理解 しているほうだと考える (1) 18.2 15.s 21.2

(2)あ まり理解 していないほうだと考える (2) 58β 42.5 49.5

(3>ど ち らともい えない (3) 21.2 38.3 26.2

(4)分 か らない (4) 2.0 3.6 3.1

【分析】

英語1=基 礎的能力養成のクラス。真面 目に学習に取 り組むが、社会的対応で良。

英語H=標 準的能力養成のクラス。多読を主眼に した学習体系であり、若干視野が広 く、

社会的自己分析に余裕が見られる。

TOEICI=資 格力養成の基礎 クラス。三クラスの中で、自己意識と到達目標の高い学生が

多 く、社会性 ・語学力増進意欲に富んでいるので、それなりのデーター結果を残

している。
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総 合 研 究 所 所 報

§3「 小学校教科書に観る外来語 ・カタカナ語表記の実惰」

《1》 小学校段階における貫語教育の現状

文部科学省は 「英語指導方法等改善の推進に関する懇談会」からの提言(2000.6、30)を 受け

て、小学校の 「総合的な学習の時間」に英語教育を取 り入れる報告書を取 り纏めた。2002年 度

から公立小学校で本格的に実施 されることになって、丸3年 目の今年度中に、文部科学省の諮

問委員会の 「中央教育教育審議会」の専門部会から、『英語』を教科として教えるかどうかの

結論が出される。

すでに全国の小学校では、「総合的な学習の時間」を使用して、英会話 とかさまざまな英語

活動の取 り組みが始 まっている。学習指導要領にとらわれずにカリキュラムを創る研究開発学

校制度や構造開発特区制度を活用しての独自の取 り組みを始めた小学校 も観 られれる。

ただ、正式な教科 にするには、さまざまな問題点を克服せねばならない。例えば、①教員免

許の見直 しなど大規模な体制づ くりが急務の課題になっている。

さらに問題なのが、②小学校段階での 『英語』教育 〔ユ1は、どうあるべきか?新 たな英語科

教員のみに初期外国語教育を任せておくべ きなのか?③ 小学校の教育内容(カ リキュラム)

はどのような内容であるべきなのか?④ 現行の全国一律の文部科学省の大綱スタイルでいい

のかどうか?⑤ 小中校の連携カリキュラムはどうあるべ きか?小 中高はどうなのか?

さらに、中高大はどうあるべきか?な どなど、大所高所的な展望、国際化的な現状答申がな

されないまま、さまざまな問題点が山積 しているのが今の姿 といえましょう。

ここで、「これからの時代 に求められる日本人の言語能力』について、次の三項目の指針を

示 して、次の章(本 論)に 移 りたい。

(1)ユ ネスコ 「文化的多様性に関する世界宣言」(2001年11月)

第5条 文化的多様性 を実現する環境 としての文化権

く前略〉したがって、すべての人は、自ら選んだ言語、とりわけ母語によって、自分を

表現 し、作品を創造 し普及させる権利をもつ。すべての人には、文化的アイデンティテ

ィを十分に尊重 した質の高い教育と訓練 を受ける資格がある。人権 と基本的自由を尊重

するかぎりにおいて、すべての人は、自ら選んだ文化的生活に加わり、自分自身の文化

的営みを行なう権利をもつ。

(2)「第22期 ・国語教育審議会答申」(2000年12月)

価値観や人間関係が多様化 し、また情報が氾濫する現代の社会生活においては、主体性

を持った個人 として、物事を的確にとらえ、自分 自身の考えを論理的にまとめ、相手に

応 じ適切に表現 し、必要な場合には建設的に議論して結論 を得 るといった、コ ミュニケ

ーションに関わる言語能力が欠かせない。〈中略〉

外国人とのコミュニケーションのために外国語を修得することは有効であるが、日本語

を母語 とする者の言葉の能力の根幹は、日本語能力の修得によって培われることを忘れ
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山田=外 来語 としてのカタカナ語 と英語教育環境

てはならない。

(3)文 部科学省:小 学校英語活動実践の手引き(抜 粋 ・要約){4}

(内容が多義にわたるため、箇条書きにて要約する)

(a)理 念:国 際理解 と外国語会話

ユネスコ勧告内容と国際理解教育

①人権の尊重一 寛容な心の育成

②他国文化の理解一 文化の多様性 ・世界の多様性

③世界連帯意識の育成一 多文化 ・多言語状況の理解

(b)目 標:Whatisc・ ㎜uni。ati・n?Whyisc・mmunicati・nimp・ctant?

LanguageisnottoolbutawayofWorld.

(c)自 由裁量

ALT,TT(英 語担当外国人助手)の 活用

小学校 における外国語活動:① 音声教育活動を第一義とする。

② 日本語に直さない

③発音をカタカナ表記に転換 しない

④無理に修得させない

⑤誤 りを細か く修正 しない。

音声教育:ビ デオ視聴、ALT/TTの 参加、ゲーム/歌 等の諸活動

簡単な会話(グ ループ/ペ アワーク活動体験)

(d)母 国語臨界期 と外国臨界期 と社会の言語環境の有機的関連性

①小学校→中学校への外国語教育の連続性

②音声言語能力→文字言語能力への発展性

③中学校段階での 「総合的な学習の時間」における本格的な 「国際理解教育の理念」

の導入と実践効果

④子供たちの自主性 ・創造性を促進させる雰囲気環境習慣づ くり

⑤子供たちの 「言葉への感性 と意欲」づ くり

☆国際化のなかで肝要なことは、小学校から 『英語』を教えるのでな くて、母国語

で論理的に考え、積極的に表現で きる素養を慈しむことが大切である。その下地

に外国語文化が根付 くことになる。
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総 合 研 究 所 所 報

《2》 小学校教科書に観る外来語 としてのカタカナ語の使用状況の調査

*使 用テキス ト:平 成15年 度前期小学校教科書(奈 良市内公立小学校統一教科書)

調査用教科書(一 部抜粋) 出版社 カタカナ語 和製英語

図画工作1・2 日本文教出版 25 4

34 〃 45 10
一一 一一

56 〃 54 5

せ い かつ1・2上 大阪書籍 38 3

下 〃 sz 4

小学国語5上 〃 51 6

下 〃 z7 z

6上 〃 77 5

下 〃 83 4

わた したちの家庭科5・6 開隆堂 205 30

あ た らしいほけん3・4 東京書籍 18 1

新 しい保健5・6 〃 4z 5

新しい社会6上 〃 fi5 6

下 〃 96 13

新しい算数5上 〃 40 7

下 〃 29 2

6上 〃 50 7

下 〃 36 2

【分析】

全科 目全学年のテキス トに掲載されているカタカナ語の表記 を調査分析 したわけである。

その結果、上記の表で明白なように、「家庭科」テキス トでの 〔使用総数〕が断然 トップ

を占めたわけである。調査前では 「国語科」or「社会科」 と予想 していたわけであるが、

見事に読みが外れて しまった。

相対的な感想としては、どの科 目も予想外に多量の外来語 もしくは造語(和 製外来語)の

使用実態を認識できたことである。

この結果、 §1(4)(a)一(f)の 外来語表記分析を参考に して、上記の調査資料 を下記

の ように総括 した。

①カタカナ語表現をどのように学習し指導するか。

②カタカナ語は本来は外国語であ り、指導教員はそれをどのように認識 しているか。

③カタカナ語は日本語の文脈内では、日本語 として学習し、学習 させるが、教科担当教員

としては§1(4)(a)～(f)の どれに相当するのかを事前学習することが必要であろ

う。

④カタカナ語は、*1.正 規の外国語の音声表記の場合

*2.正 規の外国語の回一マ字表記の場合
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山田:外 来語としてのカタカナ語と英語教育環境

*3.*1の 場合、日本語式発音or英語式発音なのかを認識しているか。

*4.造 語もしくは和製外来語なのかを、事前チェックしているか。

*5.*4の 場合、正規の外国語表記 はどうなのかを事前チェックする

べ きである。

のように、多種多様 な使用表現形態があり、教科 「英語」 として、授業に導入が検討さ

れている段階では、小学校の全学 を挙げて、国際理解教育を根底に置いた外国語教育実

践が必要ではないだろうか。

*6.ア クセントの位置、イントネーションは?な ど外来語の語源(社

会 ・文化 ・言語背景)ま で検討チェックすることは肝要なことで

ある。

〈3》 カタカナ語表記の分析

① 「b&v」 音 の同一 「バ」表記

「ba&va」 音 を同一 の 「バ」音 で表記 してい る。 当然 、 アクセ ン トの位 置 も異 なってい

る。

*バ レリーナ(ballerina)

*バ イ オ リン(viohn)

② 「Ctl1&tchi」音 の同一 「チ」 表記

① の説 明様式 と同様。

*チ ー ター(cheetah)

*チ ー ムテ ィ・一チ ング(teamteaching)

③ 「擬音語+カ タカナ語」

小学校 の低学年 のテキス トとか、特 に。音楽 ・図工の テキス トに観 られる現 象。

*フ ワフワバ ルー ン(balloon

*ク ル ピョコシー ト(sheet

*出 る 出るマシー ン(machine

*の び のびアー ト(a眞

④ 「形容詞的/副 詞的外来語 ・和洋折衷版」

日本語 を外来語 の前後 に置いて表現す るケース。

*カ ラー針金(color

*仲 良 くダ ンス(d{mce

⑤ 「省略系和製英語」

)

)

)

)

)

)

日本語ではロ語表現で、短縮スタイル呼称が流行 っている。

*ア ル ミ缶

*デ ジ タルテ レビ

*パ ラパ ラアニメ

aluminium

desitaltelevision

aiumanon

*ね ん どアニメ

*パ ソコ ン

*ハ ムエ ツグ
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*ハ ンカチhandkerchief*リ サ イクルrecycling

*ポ リタンクlx}lyethhlene伽k*ボ ー ルペ ンballpointpen

*ス ー パ ーsupermarket

*デ パ ー トの ビルdepartmentstore*ス ター トライ ンstartingline

*ペ ッ トボ トルPET:lx}lye山lenelefephlMate

⑥ 「同音意義語 の外来語」

日本語 では同 じ発声 をす るが、外来語の意味が異 なる場合。

*け しゴムeraser

*わ ゴムrubber

*合 成 ゴムgum

⑦ 「英語以外の外来語」

この項 目は、予想外 に多数の外来語 を散見 した。下記 はその一部で ある。

(a)ス ペ イ ン語

(b)オ ラ ンダ語

(c)ポ ル トガル語

(d)朝 鮮語

(e)中 国語

(f)フ ラ ンス語

(g)イ タ リア語

カ ス タ ネ ッ トcastana

ド イ ツDeitch

ワ ク チ ンvacca

ガ ー ゼgauze

イ ギ リ スIngrez

タ バ コNCO

ボ タ ンbotaon

キ ム チkimuchi

ラ ー メ ンlamian

ウ ー ロ ン 茶oolong

ク レ ヨ ンcraie

レ ス トラ ンrestaurant

ス パ ゲ ッ テ ィspago

⑧ 「算数におけるアルファベ ット音声表記」

ザイル seil

パ ンpao

カ ス テ ラslxmgecake

ト タ ンtutanaga

ギ ョー ザjiaazi

オ ム レ ッalumette

コ ロ ッ ケcroquette

ソ プ ラ ノsops

A～ ～ ～・Lま で使用 され、音声表記で弱音の くイ〉音の省略が見 られ る。1(ア イ)の 表

記が省略 されている。 多分 、1/1と の混同 を避 けたもので ある。

A(エ ー)B(ピ ー)C(シ ー)D(デ ィ)E(イ ー)

F(エ フ)G(ジ ー)H(エ イ チ)十+十J(ジ ェ イ)

K(ケ イ)L(エ ル)

⑨ 「和製英語」

明確なルールな しに、感覚 的に視聴覚的 に造語 される場合が多 く見 られ る。

*プ ロレスpro-wrestling

*カ フスボ タンcufflinks

*タ イム レコー ダーtimeclock
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*フ ォー トライブラ リphotolibrary

*ユ ニ オ ンブランunionplan

*ペ ッ トホテルpethotel

*フ ラ イdeep-friedfood

⑩ 「成熟度別外来語」

下記 の もの は、「せ いかつ上」〈1・2年 生用 〉に掲載 され てるものであ る。

*お はようなびです

*さ くひんをぶれぜんとしたいなあ

*は むすたあ

*ら じおたいそうにいったよ

*か あどにあなをあける

⑪ 「国名の音声表記」

navlgator

present

hamster

radio

card

日本 語式発音 と実際 の発音 に差異が見 られ る。

*オ ランダHoil飢ld!Netherlands和 蘭陀

*ア ジアAsia亜 細 亜

*ヨ ー ロッパEurope欧 羅 巴

*ペ キ ンPekingBeijing北 京

*ナ ンキ ンNanjing/Nanking南 京

*モ ンゴルMongolia

*モ ス ク ワMoscow

*ハ ワイHawaii羽 合

⑫ 「注意すべ き英語表記」

「新 しい社会6上 ・下」 に半数以上掲載 されてい る。

WTO/GATT/WHO/NGO/HIV/

RESTAURANT/3LDK/NHK/NOx/

PET/AV専 門館/UNESCO

⑬ 「注意すべ き英語表現」

ア クセ ン トとか イ ン トネー シ ョンに留意すべ きものがある。

タ イThailand

オ ゾ ンozone

セ ロ ハ ンcellophane

モ ー ツ ア ル トMozart

ユ ー ロEuca-(money)

ビ ニ ー ルvinyl

ク レ ヨ ンcrayon

メ ー ルm樋1

《4》 まとめ

「国際社会における日本語」「国際化に対応 した日本人の言語能力の深化」「国際化に伴 う外

来語 ・外国語 ・造語 ・和製外来語 ・片仮名言葉表現の増加の問題」など外国間との人 ・もの ・
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情報の交流拡大によって、日本語の中で、特に日常生活の中での使用頻度が格段 に高まり、認

知 ・理解できに くい状態、所謂、コミュニケーション不足の状態 も起こり得る社会情勢(53に

なっている。

口語表現から文語表現に拡大利用が安易になされた場合、次の問題点が考えられる。

(1)片 仮名言葉の安易な使用増加から、歴史的に磨かれ潤いある美 しい日本語の姿が損なわれ

る可能性がある。

(2)片 仮名言葉の安易な表記は、原語の意味から剥離 して遊離して使用 されるケースが多いた

め、日本人の外国語の学習障害を引き起す可能性が考えられる。

(3)日 本語の場合、第一母音にアクセントを置いて発音する場合が多 く、それを真似て片仮名

言葉を音声化 した場合、意味不明瞭のままで、相手にこちらの真意を伝達できない危険性 も

起こりうる。

《2》《3》 の内容から推測できうるように、問題点 としては上記の 《4》 の(2)(3)の 内

容が、根本的な解決策を提示 していると考える。

さらに、小学校での言語教育は 「まず音声言語教育から」 との指針 を文部科学省が提言して

いる以上、『片仮名言葉の教授法』については、今後の急務の命題 として考えていかねばなら

ないと考える。

『外国語を学び始めるのは、早ければ早いほうが良い』という信仰にも似た概念が形成され

つつあ ります。私自身もこの意見に反対 はいたしませんが、拙速 しす ぎると小学校の児童に、

かえって 『外国語嫌い』の障害を生じさせる危険性が考えられるです。

本稿は、平成15年 度の奈良大学研究所助成による成果の発表の一部である。なお、今回のも

のは、関西大学英語学研究会第18回 例会(2004.3.27)に おいて発表 した内容に加筆修正を加え

たものである。

注

(1)こ れはWikipedia,thefreeEncyclopediaか らの引用である。加えて§1の 概容分析についても参考にさ

せていただいた。"httg:Nja.wikil)edia.orglwiki"

(2)フ リー百科事典 「ウイキペディア」の 「English」か らの引用。

(3)で は、世界での英語教育はどうなっているのだろうか?今 回は特 に英語 とはかなり差異のある言語

を使 う近隣の国について調べてみた。

①韓国での英語教育

教育制度や検定教科書、厳しい受験体制など、教育を取り巻 く環境が日本と非常に似ているといわ

れる韓国では、1997年 に小学校で英語教育が導入されている。日本でも2002年 度か ら小学校の 「総合

的学習の時間」で英語教育の導入がはじまっており、この点についても両国は比較 して論 じられるこ

とが多い。

韓国での小学校英語は、コミュニケーションの基礎 となる 「会話教育」を主体としており、2004年

までにはすべての学級で英語だけの授業が進められるようになる。また今後小 ・中 ・高の英語の教科

書がすべて会話を中心としたものに移行するとしている点など、「国際理解教育」をめざして導入 さ
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れた日本の小学校英語とは性格 を異にしているといえるだろう。

②台湾での英語教育

1994年 に英語の学習開始時期の早期化がはじまり、2001年 よ り台湾全土で実施されている。

国民小学(日 本の小学校に相当)で の英語教育導入の施行課程において、なにより目をみはるべき

なのは、教員採用と養成の政策であるといえるだろう。英語教員の必要数として約3,400人 が見積もら

れ、1999年 春 には募集試験を実施。合格者は2001年 までに360時 間の研修に参加 し、さらに小学教職

課程の履修、1年 間の実習期間を経て、現在音声を中心 とした実用英語教育を主な目的として教壇に

立っている。

③ 中国での英語教育

隣りの大国 ・中国では、経済市場拡大の途上にある近年、英語学習熱がますます高まっている。欧

米や日本の企業進出が盛んになるにつれ、高収入 ・合理性から外資系企業への就職に憧れる学生が圧

倒的に多くなっているのがその理由だ。

ここで注目すべ きなのは、中国では英語力のレベルが収入に直結するという現実である。中国の場

合、英語学習熱の背景にあるモチベーションが 「経済上のメリット」にあることは、現代中国の英語

教育事情を語る場合決して無視することはできない。むろん英語学習の動機のすべてが 「英語力=経

済エリー ト」 という図式に帰結するわけではないだろうが、少なくとも現在の英語学習熱の大 きな原

動力になっていることは間違いない。

(4)文 部科学省{2001)『 小学校英語活動実践の手引き」開隆堂

(5)日 本経済新聞(2001年1月9日)よ り引用要約。

就職や昇進にあたり、企業から求められる英語力も高まってきている。2001年1月9日 、日本経済

新聞にこのような記事が掲載された。

日立製作所は全社員約6万 人を対象に、昇進の条件として英語能力を測定するTOEIC(国 際 コ

ミュニケーション英語能力テス ト)で 、役職ごとに一定の点数をとることを義務づける制度を

2001年 に導入する。将来の役員、社内分社の社長として選抜 される経営幹部候補者の場合、990

点満点で、800点 を とることが条件 となる。海外企業との提携や海外投資」家へのIR(投 資家向け

広報)活 動の重要性が増す中で、語学力の向上 を通じ国際的な経営センスを磨かせる。企業幹部

にこれだけ高度な英語力を要求する例は珍 しい。

役職などに応 じて目標水準を定める。採用時で500点 、エンジニアや管理部門の事務職などの

いわゆる総合職で600点 、課長に昇格するには原則として650点 が必要になる。

同社は副事業所長、部長、課長、主任(係 長級)相 当職の社員を対象に、約2,500人 を経営幹

部候補者として経営教育 を実施している。この候補者に選ばれる条件に、TOEICで800点 以上を

とることを加える。TOEICに よると、800点 以上をとるのは全受験者の上位一割弱という。

産業界では松下電器産業が海外部門の主任(係 長級)の 昇格条件 を650点 と しているほか、富

士通は海外赴任者や海外営業の社長に求めるレベルを730点 と している。日立が経営幹部候補生

に要求する800点 は相当に高い。
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